
津谷市長定例記者会見／市長ダイアリー 地域活性たからいち／メガソーラー施設見学会

　
津
谷
市
長
の
定
例
記
者
会
見
が
、
７
月

10
日
に
市
役
所
で
開
か
れ
、
北
秋
田
市
誕

生
10
周
年
記
念
式
典
や
移
動
行
政
懇
話
会
、

中
高
生
に
よ
る
交
流
事
業
、 

現
代
詩
フ
ェ

ス
テ
ィ
バ
ル
の
作
品
応
募
状
況
な
ど
に
つ

い
て
説
明
し
ま
し
た
。

　
市
誕
生
10
周
年
記
念
式
典
に
つ
い
て
は
、

10
月
11
日
に
文
化
会
館
で
実
施
す
る
こ
と

を
発
表
し
「
市
内
外
か
ら
約
６
０
０
人
の

出
席
を
予
定
し
て
お
り
、
こ
れ
ま
で
市
に

ご
貢
献
を
い
た
だ
い
た
方
々
に
対
す
る
功

労
者
の
表
彰
や
市
民
待
望
の
北
秋
田
市
民

歌
の
お
披
露
目
を
行
い
た
い
」
な
ど
と
述

べ
ま
し
た
。

　
８
月
４
日
の
合
川
地
区
を
皮
切
り
に
市

内
４
地
区
で
開
催
す
る
移
動
行
政
懇
話
会

に
つ
い
て
は
「
市
が
取
り
組
ん
で
い
る

様
々
な
事
業
を
市
民
の
皆
さ
ん
に
知
っ
て

い
た
だ
く
と
と
も
に
、
ご
意
見
や
ご
要
望

な
ど
に
つ
い
て
率
直
に
意
見
交
換
で
き
る

大
事
な
場
で
す
の
で
、
た
く
さ
ん
の
方
に

足
を
運
ん
で
い
た
だ
き
た
い
」
と
参
加
を

呼
び
か
け
ま
し
た
。

　
中
高
生
に
よ
る
交
流
事
業
に
つ
い
て
は
、

８
月
３
日
に
中
央
公
民
館
で
「
第
1
回
北

秋
田
市
高
校
生
料
理
コ
ン
ク
ー
ル
」
を
開

催
す
る
こ
と
や
、
７
月
31
日
に
国
立
市
で

開
催
さ
れ
る
「
国
立
ま
と
火
」
に
、
市
内

中
学
生
な
ど
33
人
が
訪
問
す
る
こ
と
な
ど

を
紹
介
し
「
今
後
も
よ
り
多
く
の
方
々
に

北
秋
田
市
を
知
っ
て
も
ら
う
よ
う
な
仕
掛

け
と
、
様
々
な
形
の
交
流
を
展
開
し
て
い

き
た
い
」
と
話
し
ま
し
た
。

　
国
民
文
化
祭
現
代
詩
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

の
作
品
応
募
状
況
に
つ
い
て
は
、
一
般
３

５
７
、
小
学
生
２
５
４
９
、
中
高
生
１
６

９
４
の
合
わ
せ
て
４
６
０
０
作
品
の
応
募

が
あ
り
、
現
在
、
一
次
審
査
を
行
っ
て
い

る
こ
と
を
報
告
し
「
最
終
審
査
を
経
て
10

月
26
日
の
文
芸
祭
現
代
詩
大
会
で
発
表
、

表
彰
と
な
る
が
、
10
月
の
本
番
で
は
多
く

の
方
々
に
参
加
い
た
だ
け
る
よ
う
機
運
を

高
め
て
い
き
た
い
」
と
強
調
し
ま
し
た
。

地
域
活
性
た
か
ら
い
ち

太
鼓
と
音
楽
、
食
で
地
域
を
元
気
に

津
谷
市
長
定
例
記
者
会
見

10
月
11
日
に
市
誕
生
10
周
年
記
念
式
典

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
へ
の
理
解
深
め
る

◇
6
月
16
日
〜
7
月
15
日

市
長
ダ
イ
ア
リ
ー

６
月
16
日（
月
）▽
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
建
設
工
事
起
工
式（
米
内
沢
字
林
の
腰
地
内
）

17
日（
火
）▽
平
成
26
年
北
秋
田
市
議
会
６
月
定
例
会
本
会
議
〜
27
日（
議
事
堂
）

18
日（
水
）▽
大
館
能
代
空
港
タ
ー
ミ
ナ
ル
ビ
ル
㈱
株
主
総
会
及
び
第
81
回
取
締

役
会（
ホ
テ
ル
松
鶴
）

21
日（
土
）▽
後
藤
久
美
氏
黄
綬
褒
章
受
章
記
念
祝
賀
会（
サ
ン
シ
ャ
イ
ン
あ
い
か
わ
）

22
日（
日
）▽「
北
朝
鮮
強
制
収
容
所
に
生
ま
れ
て
」上
映
会（
交
流
セ
ン
タ
ー
）

24
日（
火
）▽
未
来
ま
で
四
季
美
湖
に
桜
を
残
そ
う
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
２
０
１
４

（
森
吉
山
ダ
ム
）▽
Ｊ
Ａ
鷹
巣
町
第
21
回
通
常
総
代
会（
文
化
会
館
）

29
日（
日
）▽
北
秋
田
市
消
防
団
消
防
訓
練
大
会（
合
川
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー
）

▽
第
29
回
国
民
文
化
祭
あ
き
た
２
０
１
４「
１
０
０
日
前
カ
ウ
ン
ト

ダ
ウ
ン
イ
ベ
ン
ト
」（
交
流
セ
ン
タ
ー
）▽
鷹
巣
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ

50
周
年
記
念
式
典（
ホ
テ
ル
松
鶴
）

30
日（
月
）▽
秋
田
内
陸
縦
貫
鉄
道
㈱
株
主
総
会（
阿
仁
庁
舎
）

７
月
１
日（
火
）▽
秋
田
赤
十
字
病
院
創
立
１
０
０
周
年
記
念
式
典（
秋
田
市
）

２
日（
水
）▽
㈱
秋
田
魁
新
報
社
創
刊
１
４
０
年
記
念
祝
賀
会（
秋
田
市
）

３
日（
木
）▽
第
２
次
北
秋
田
市
総
合
計
画
策
定
委
員
会（
本
庁
舎
）

４
日（
金
）▽
秋
田
内
陸
地
域
公
共
交
通
連
携
協
議
会
総
会（
阿
仁
山
村
開
発
セ
ン
タ
ー
）

▽
第
１
回
北
秋
田
市
保
健
セ
ン
タ
ー
運
営
委
員
会（
保
健
セ
ン
タ
ー
）

５
日（
土
）▽
公
益
社
団
法
人
日
本
青
年
会
議
所
東
北
地
区
秋
田
ブ
ロ
ッ
ク
協
議

会
第
44
回
秋
田
ブ
ロ
ッ
ク
大
会
〜
6
日（
文
化
会
館
ほ
か
）▽「
花
輪

ば
や
し
」国
重
要
無
形
民
俗
文
化
財
指
定
記
念
祝
賀
会（
鹿
角
市
）

７
日（
月
）▽
北
秋
田
市
土
地
改
良
区
連
絡
協
議
会
総
会（
ホ
テ
ル
松
鶴
）

８
日（
火
）▽
北
秋
田
市
建
設
業
協
会
平
成
26
年
度
総
会
懇
親
会（
ホ
テ
ル
松
鶴
）

10
日（
木
）▽
定
例
記
者
会
見（
本
庁
舎
）▽
小
阿
仁
川
水
系
連
絡
協
議
会（
森
吉
庁
舎
）

13
日（
日
）▽
第
23
回
北
秋
田
市
米
代
川
花
火
大
会（
米
代
川
河
川
敷
公
園
）

14
日（
月
）▽
秋
田
岩
手
観
光
推
進
協
議
会
総
会（
阿
仁
庁
舎
）▽
新
規
高
卒
者
採

用
促
進
要
望
活
動（
商
工
会
）

15
日（
火
）▽
合
川
地
区
自
治
会
長
会
議（
合
川
庁
舎
）

  「
地
域
活
性
た
か
ら
い
ち
」
が
７
月
６
日
、

大
太
鼓
の
館
で
開
か
れ
、
市
内
外
か
ら
出

演
し
た
太
鼓
グ
ル
ー
プ
の
演
奏
や
ご
当
地

グ
ル
メ
を
集
め
た
出
店
な
ど
に
大
勢
の
来

場
者
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

　
こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
、
日
本
青
年
会
議
所

東
北
地
区
秋
田
ブ
ロ
ッ
ク
協
議
会
（
杉
渕

孝
義
会
長
）
が
、
人
と
人
、
人
と
地
域
と

の
交
流
を
促
進
し
、
活
性
化
さ
せ
る
こ
と

を
目
的
に
開
催
し
ま
し
た
。

　
開
会
セ
レ
モ
ニ
ー
で
は
、
杉
渕
会
長
が

「
今
日
一
緒
に
来
ら
れ
て
い
る
家
族
や
友

だ
ち
同
士
の
、
大
事
な
良
き
思
い
出
に
な

れ
ば
と
企
画
し
ま
し
た
の
で
、
ぜ
ひ
楽
し

ん
で
く
だ
さ
い
」
と
主
催
者
を
代
表
し
て

メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー
施
設
見
学
会

あ
い
さ
つ
。
続
い
て
津
谷
市
長
は
「
私
た

ち
の
回
り
に
は
、
ふ
だ
ん
目
に
す
る
こ
と

が
あ
っ
て
も
、
ま
だ
気
づ
い
て
い
な
い
宝

が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
今
日
集
ま
っ
て

く
れ
た
ご
縁
を
大
切
に
し
な
が
ら
、
県
内

に
あ
る
皆
さ
ん
の
地
域
の
宝
を
一
緒
に

な
っ
て
掘
り
起
し
て
、
確
認
し
合
い
ま

し
ょ
う
」
と
述
べ
ま
し
た
。

　
メ
イ
ン
フ
ォ
ー
ラ
ム
で
は
、
杉
渕
会
長

と
元
オ
フ
コ
ー
ス
の
大
間
ジ
ロ
ー
さ
ん
、

タ
レ
ン
ト
の
石
垣
政
和
さ
ん
が
「
地
域
の

た
か
ら
と
は
」
を
テ
ー
マ
に
、
熱
い
ト
ー

ク
を
繰
り
広
げ
ま
し
た
。

　
太
鼓
の
演
奏
で
は
、
鷹
巣
小
学
校
や
大

曲
太
鼓
道
場
、
大
館
曲
げ
わ
っ
ぱ
太
鼓
な

ど
市
内
外
の
グ
ル
ー
プ
が
出
演
し
、
勇
壮

な
バ
チ
さ
ば
き
を
披
露
し
ま
し
た
。
ま
た
、

大
間
さ
ん
を
中
心
に
結
成
さ
れ
た
打
楽
器

と
津
軽
三
味
線
の
ユ
ニ
ッ
ト
「
天
地
人
」

の
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト
も
行
わ
れ
観
衆
を
魅

了
し
ま
し
た
。

　
会
場
に
は
、
ラ
ー
メ
ン
や
焼
き
そ
ば
、

豚
の
串
焼
き
、
鳥
め
し
、
お
好
み
焼
き
な

ど
県
内
各
地
の
自
慢
の
味
を
販
売
す
る
出

店
が
並
び
、
来
場
者
が
お
目
当
て
の
品
を

買
い
求
め
て
列
を
作
る
姿
も
み
ら
れ
た
ほ

か
、
地
元
の
企
業
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
団
体
も
出
展

し
盛
り
上
げ
ま
し
た
。

　
脇
神
の
Ｓ
Ｇ
Ｅ
Ｔ
秋
田
メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー

発
電
所
の
施
設
見
学
会
が
、
６
月
20
日
に

現
地
で
開
か
れ
、
鷹
巣
中
央
小
学
校
（
髙

橋
謙
介
校
長
・
１
３
７
人
）
の
全
校
児
童

と
地
域
住
民
な
ど
約
１
６
０
人
が
参
加
し

ま
し
た
。

　
同
発
電
所
は
、
市
の
遊
休
地
に
誘
致
し

た
施
設
で
平
成
25
年
12
月
か
ら
稼
働
し
て

お
り
、
最
大
出
力
約
２
・
６
メ
ガ
ワ
ッ
ト
、

年
間
発
電
量
２
６
４
５
メ
ガ
ワ
ッ
ト
ア

ワ
ー
は
、
県
内
で
は
最
大
規
模
で
す
。

　
見
学
会
は
、
発
電
所
を
設
置
し
た
Ｓ
Ｇ

Ｅ
Ｔ
と
グ
ル
ー
プ
会
社
な
ど
で
つ
く
る

「
エ
ネ
ル
ギ
ー
発
見
伝
！
実
行
委
員
会
」が
、

メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー
施
設
へ
の
理
解
を
深
め
て

も
ら
お
う
と
開
催
し
ま
し
た
。
参
加
者
は
、

敷
地
内
に
は
１
万
枚
の
ソ
ー
ラ
ー
パ
ネ
ル

が
設
置
さ
れ
て
い
る
こ
と
や
、
太
陽
光
を

た
く
さ
ん
受
け
、
さ
ら
に
降
雪
に
も
対
応

す
る
た
め
パ
ネ
ル
の
傾
斜
を
強
く
し
て
い

る
こ
と
な
ど
の
説
明
を
受
け
、
熱
心
に
メ

モ
を
と
っ
て
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、
見
学
会
に
引
き
続
き
、
鷹
巣
中

央
小
学
校
の
体
育
館
で
再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
を
テ
ー
マ
に
し
た
学
習
会
も
開
か
れ
、

児
童
た
ち
が
自
転
車
や
ル
ー
ム
ラ
ン
ナ
ー
、

う
ち
わ
、
縄
跳
び
な
ど
を
使
っ
た
発
電
体

験
や
ク
イ
ズ
大
会
を
通
し
て
、
電
気
の
仕

組
み
と
未
来
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
つ
い
て
学
び

ま
し
た
。

▲メガソーラー施設の説明に、熱心に耳
を傾ける参加者

▲力強いバチさばきで来場者を楽しませ
た大館曲げわっぱ太鼓

▲市誕生10周年記念式典などについて会
見する津谷市長

▲自転車のペダルをこいで電球を点灯さ
せ、ミニソーラーカーを動かしました
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